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１.チーム紹介
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・雪国:厳しい環境でも粘り強く、静けさと集中力

・テスト職人：妥協しない、こだわりを持つ

→厳しい環境でも静けさと集中力で粘り強く妥協しない、こ
だわりを持つ職人と言う意味で「雪国テスト職人」と名付け
ました。

■チーム名「雪国テスト職人」



１.チーム紹介
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私たちのチームは、新潟が大好きな日本人メンバー1名と韓国人メンバー
1名で構成されたチームです。

異なる文化的背景や価値観を活かしながら、互いの強みを補完し合い、
柔軟かつ論理的なテスト設計を実現しました。

■チームメンバー紹介
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２.テスト設計のコンセプト
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「持続可能な動物園運営」

みんなが安全に利用できるような動物園を持続可能にすることを目標とし
ています！

■テスト設計のコンセプト

■テスト設計方針

・新しく追加された機能、変更がある機能に対して機能テストを実施
・リグレッションテストを実施することで他機能に影響がないことを確認
・補助金申請に関わる資料の作成



２.テスト設計のコンセプト
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だんだん動物園

だんだん市

※雪国テスト職人

テスト設計の依頼

テスト会社
テスト設計
テストケース

補助金申請

テスト結果報告

企業１ 企業２

雪国テスト職人はシステムテスト設計、テストケースを作成を担当

テストプロジェクト組織体制
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３.提案するテストの工程
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■新機能、リグレッションテストの流れでテストを実施
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４.リグレッションテストで重視した内容
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■シナリオテスト

実用的なシナリオテストを設計 予想動線図を作成
実際のお客様の動線を考え
て実用性を重点的に設計

①ユーザー視点での
品質保証

②想定外の不具合が
ないことを確認



４.リグレッションテストで重視した内容
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性能劣化
長時間稼働
システム負荷

密のリスク↑

密回避の確認・証明できるテストを設計

性能面のデグレード

■性能テスト

※システム関連図

各システムで対象を抽出

①性能テスト ②負荷テスト
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４.今回のテスト設計に当たる内容とポイント
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■設計ポイント

１．要求分析によるテスト要求獲得

２．テスト設計の全体プロセスの視覚化

３．前回開発内容との変更点確認、対象機能の洗い出し

４．テストとテスト工程の可視化

５．ユーザビリティテスト

６．補助金に関わる資料の作成



１．要求分析によるテスト要求獲得
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1－1 テスト依頼書に基づく要求整理

※テスト依頼内容を抽出

「ステップ１」ブレインストーミング作成

「ステップ２」テスト要求の分類
目標を作成

品質特性を特定し、目標を設定

テストベース



１．要求分析によるテスト要求獲得
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1－2 テスト観点の抽出
洗い出した品質特性のテスト観点、根拠を設定

テスト観点、根拠を設定



１．要求分析によるテスト要求獲得
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1－3 ステークホルダー分析に基づく要求整理

「ステップ１」関連図作成

「ステップ２」ステークホルダの特定
関心事、影響度を設定

テスト依頼書からは読み取れないリスクを抽出

だんだん市からの補助金による影響が高い



２．テスト設計の全体プロセスの視覚化
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テスト設計者の間で作業の
方向性を共有

一貫性があるテスト設計

テストの流れが分かるような
プロセスマップを作成



３．前回開発内容との変更点確認、対象機能の洗い出し
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3－1 追加、変更内容の洗い出し、各機能ID確認

※11_園内チケットシステム要求仕様書.pdf

変更内容に該当する機能IDを特定
変更機能ID特定



３．前回開発内容との変更点確認、対象機能の洗い出し
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3－2 機能一覧作成

システム要求仕様書から機能一覧を作成

今回追加されたシステム

テスト対象として設定



３．前回開発内容との変更点確認、対象機能の洗い出し
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※機能名に基づいた図
テスト対象の視覚化

3－3 機能一覧図作成

※品質特性に基づいた図
確認が必要なシステムを整理



４．テストとテスト工程の可視化
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テストコンテナモデリング化

「ステップ１」テストタイプ設定

「ステップ２」スコープ内のテストのグループ化 「ステップ３」テスト工程を作成



５．ユーザビリティテスト
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ユーザビリティテストとして、来園者へのアンケートを実施

定量化 フィードバック

リッカート尺度を使用し、結果を
定量的表示

得られたフィードバックを、
次回バージョンへの提案善提案と
して活用

「安心安全な施設」であることを最大限アピール

※利用者の主観的な評価を客観的に表示するため、
リッカート尺度を使用し、結果が定量的に表せるように工夫。



工数削減

精度向上

簡略化

必要情報が事前に整理されているため、

申請書作成の効率が向上

補助金要件に沿った内容が明確化による

記載漏れや誤記のリスクを低減

関係者間での認識共有が容易になり、

承認プロセスがスムーズに進行

採択率向上 申請内容の整合性・説得力が高まり、
審査側へのアピール力の強化

６．補助金に関わる資料の作成
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そのために。

コンセプト

６.まとめ
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持続可能な動物園運営

ユーザー視点と運営視点の両方を取り入れた、
実用性と信頼性の高いテスト設計を実現

• 補助金申請を効率よく行うために密回避の結果が定量的に
分かるようなテスト

• 新機能の確認及び既存機能の影響がないか確認
ができるようなテスト

最終成果物



ご清聴ありがとうございました
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